
温
故
知
新

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

　
﹃
近
江
日
野
の
歴
史
﹄
第
四
巻
「
近
現

代
編
」
を
発
刊
し
て
以
来
、
近
現
代
の

日
野
の
姿
を
様
々
な
視
点
か
ら
紹
介
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
な
か
か
ら
、

明
治
中
期
に
開
業
し
た
近
江
鉄
道
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

近
江
鉄
道
の
創
立

　

明
治
五
︵
一
八
七
二
︶
年
十
月
十
四

日
、
日
本
で
初
め
て
新
橋
～
横
浜
間
に

国
営
に
よ
る
鉄
道
が
開
通
し
ま
し
た
。

政
府
は
当
初
、
鉄
道
敷ふ

設せ
つ

は
国
営
で
行

う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
敷
設
に
膨
大

な
資
材
・
資
金
を
要
す
る
と
の
理
由
で
、

民
営
に
よ
る
鉄
道
敷
設
を
認
め
ま
し
た
。

こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
同
十
八
年
か
ら

二
十
二
年
に
か
け
て
鉄
道
ブ
ー
ム
が
起

こ
り
、
多
く
の
鉄
道
会
社
が
起
業
し
ま

し
た
。
同
二
十
九
・
三
十
両
年
に
は
、

鉄
道
建
設
の
仮
免
許
下か

付ふ

を
出
願
し
た

数
は
八
〇
〇
社
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
鉄
道
ブ
ー
ム
の
な
か
、

湖
東
地
方
で
も
旧
彦
根
藩
士
と
日
野
商

人
ら
が
中
心
と
な
り
、
同
二
十
六
年
十

　
こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
ま
し
た
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
は
、
第

一
巻
「
自
然
･
古
代
編
」、
第
二
巻
「
中
世
編
」、
第
三
巻
「
近

世
編
」、
第
四
巻
「
近
現
代
編
」、
第
五
巻
「
文
化
財
編
」、
第

六
巻
「
民
俗
編
」、第
七
巻
「
日
野
商
人
編
」、第
八
巻
「
史
料
編
」

と
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
に
お
い
て
、
一
冊

四
千
円
で
好
評
販
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

一
月
二
十
九
日
、
彦
根
か
ら
関
西
鉄
道

深ふ

川か
わ

駅
︵
現
、
J
R
甲
南
駅
︶
ま
で
の
二

六
哩
マ
イ
ル︵
約
四
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︶
の
鉄
道

敷
設
を
出
願
し
ま
し
た
。
近
江
鉄
道
の

は
じ
ま
り
で
す
。
そ
の
目
的
は
、
江ご
う

州
し
ゅ
う

米ま
い

を
は
じ
め
と
す
る
物
産
の
運
搬
と
と

も
に
、
北
陸
と
伊
勢
と
を
結
ぶ
近
道
を

作
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　

同
二
十
七
年
七
月
二
十
六
日
に
仮
免

状
が
下
付
さ
れ
、
翌
年
十
二
月
の
創
業

総
会
に
お
い
て
、
初
代
社
長
に
は
旧
彦

根
藩
士
で
あ
っ
た
大お
お

東ひ
が
し

義ぎ

徹て
つ

、
取
締
役

に
は
、
日
野
商
人
の
正
し
ょ
う

野の

玄げ
ん

三ぞ
う

・
中な
か

井い

源げ
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

ら
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

好
況
期
に
あ
っ
た
創
立
期
の
近
江
鉄

道
の
株
式
募
集
に
は
応
募
が
殺
到
し
、

正
野
玄
三
家
の
日
誌
に
は
、
創
立
事
務

担
当
の
中
井
源
三
郎
と
株
式
の
配
分
の

件
で
協
議
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

近
江
鉄
道
の
開
業

　

建
設
工
事
は
明
治
二
十
九
︵
一
八
九

六
︶
年
六
月
十
六
日
付
の
本
免
状
の
下

付
後
に
本
格
的
に
開
始
さ
れ
、
彦
根
か

ら
深
川
︵
後
に
貴
生
川
に
変
更
︶
を
九
工

区
に
区
分
し
た
上
で
、
全
区
間
の
建
設

工
事
が
同
時
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
清
戦
争
後
に
景
気
が
急
速
に

悪
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
株
金
の
払
込

み
の
停
滞
や
物
価
上
昇
に
よ
っ
て
建
設

費
が
膨
張
し
て
し
ま
い
、
近
江
鉄
道
は

資
金
難
に
陥
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
工
事
区
間
を
第
一
期
線
の

彦
根
～
八
日
市
間
と
、
第
二
期
線
の
八

日
市
～
貴
生
川
間
に
区
切
り
、
ま
ず
は
、

第
一
期
線
の
工
事
完
成
が
目
指
さ
れ
ま

し
た
。
深
刻
化
す
る
不
況
下
で
、
資
金

調
達
の
見
込
み
を
立
て
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、
同
三
十
一
年
一
月
三
十
日
の
臨

時
株
主
総
会
で
初
代
社
長
ら
重
役
が
総
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辞
職
し
、
二
代
目
社
長
に
正
野
玄
三
が

就
任
し
ま
し
た
。

　

全
て
の
工
事
が
完
了
し
た
の
は
同
三

十
三
年
十
二
月
十
五
日
で
、
二
十
八
日

に
は
営
業
運
転
が
開
始
、
翌
年
一
月
九

日
に
は
、
彦
根
に
て
盛
大
に
落ら

く

成せ
い

式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

苦
難
の
経
営

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
辿
り
な
が
ら
も
、

開
業
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
近
江
鉄

道
で
し
た
が
、
全
線
が
開
通
し
た
時
点

で
予
算
は
当
初
の
約
二
倍
に
ま
で
膨
ら

ん
で
お
り
、
経
営
陣
は
、
多
額
の
負
債

を
返
済
す
る
た
め
奔ほ
ん

走そ
う

す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
正
野
玄
三
は
社
長
退
任
後
も
、

創
業
以
来
の
古
参
取
締
役
と
し
て
、
大

正
期
ま
で
、
個
人
資
産
を
投
じ
な
が
ら

近
江
鉄
道
の
経
営
の
た
め
に
尽
力
し
ま

し
た
。
近
江
鉄
道
の
経
営
力
が
回
復
す

る
の
は
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
し
た
。

　

明
治
期
の
鉄
道
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
全

国
各
地
で
多
く
の
鉄
道
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
、
そ
の
大
半
が
Ｊ

Ｒ
各
線
や
他
私
鉄
に
吸
収
合
併
さ
れ
、

社
名
・
線
路
名
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
立
当
初
の
名
称
を
一
度
も
変
更
す
る

こ
と
な
く
存
続
し
て
い
る
鉄
道
は
、
近

江
鉄
道
と
も
う
一
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

▲近江鉄道株式会社第2代社
長を務めた正野玄三（日野町
有古文書より）
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